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食堂・満席

2025年度運営委員長として	
2025年度の運営委員長を仰せつかりました。こ

れまで何回目になるか分かりませんが、今年度

が最後の奉公と考え務めます。	

東室蘭教会は人材がそろっていて役員には事欠

かないと思っていましたが、他聞に漏れず東室

蘭教会も少子高齢化でなかなか働ける人材が少

なくなってきていることを感じます。女性部は

次から次と若い人材が現れ、活動にはそれほど

困らないように見えますことは、心強いことで

す。教会活動、運営の全ての面に女性部の皆さ

んの進出を期待しております。	

今年度の教会総会には出られませんでしたの

で、ここで今年度の課題を述べてみたいと思い

ます。	

まず、第一は１０月の苫小牧地区信徒使徒職大

会の開催があります。ブロック全体の取り組み

として準備委員会、実行委員会を設けて取り組

んでおりますが、実際の実施に当たっては、や

はり東室蘭教会の力が頼りです。今後実行委員

会を中心に取り組みますが、皆様のご支援、ご

協力を切にお願いします。	

もう一つは、将来の教会運営に向けての検討で

す。ブロックとして、また当教会として永続的

な運営体制を作らなければならないと思いま

す。まずは、現状を皆さんで話し合い、将来の

方向を掴みたいと思います。今後運営委員会を

中心に今年度中に素案を纏めたいと思います。

この課題にも皆様のご協力が絶対欠かせませ

ん。どうぞよろしくお願いいたします。	

その他にも色々ありますが、時機を見て皆様と

検討して参りたいと思います。重ねてよろしく

お願いいたします。	

今年度の教会のテーマを“寄り添う教会”とし

ましたが、これはシノドスで掲げられている

テーマであり、今年度の信徒使徒職大会のテー

マでもあります。何に寄り添うのかが問題です

が、まずは積極的に他人と関わることが基本か

と思いますので、教会全体でこの気持ちを持

ち、動き始めましょう！	

松岡健一	

教会の裏通りが一部舗装されました

5月 6月 7月 ８月

第1ミサ 白鳥 太平洋 蘭岳 楽山

第2　※ 楽山 白鳥 太平洋 蘭岳
奇数月:集会	
偶数月:ミサ

第3ミサ 蘭岳 楽山 白鳥 太平洋

第4集会 太平洋 蘭岳 楽山 白鳥

第5　※ 白鳥 8月:ミサ

掃除当番 太平洋 白鳥 楽山
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5月18日㈰　

こどもの日　母の日　父の日


合同パーティー

曜 午　　　前 午　　　後
1 日 ミサ9:30（典礼：太平洋）　６月運営委員会
2 月
3 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
4 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
5 木
6 金
7 土 掃除：白鳥
8 日 ミサ 9:30　（典礼：白鳥）信徒大会実行委員会
9 月
10 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
11 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
12 木 セシリアうたの会10:00
13 金
14 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後　掃除：白鳥
15 日 ミサ 9:30　(典礼：楽山）　
16 月
17 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
18 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
19 木
20 金
21 土
22 日 集会祭儀 9:30・　(典礼：蘭岳）　ミニ大掃除
23 月
24 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
25 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30
26 木 セシリアうたの会10:00
27 金
28 土 ミサ 10:00 キリスト教講座②ミサ後　掃除：白鳥
29 日 集会祭儀 10:00　（典礼：白鳥）
30 月

2025年6月　教会行事予定表
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３．報　告： 
3.1，5月.6月.7月の予定	
5月　	
	4日㈰　復活節第3主日	ミサ：白鳥地区当番	
							ミサ後　運営委員会	
11日㈰　復活節第4主日	集会祭儀：楽山地区当番	
　　　　13:30	ブロック会議（於：東室蘭教会）	
18日㈰　復活節第5主日	ミサ：蘭岳地区当番	
　　　　子供・母・父合同パーティー	
　　　　地区連絡協議会　14:00~	
• 　　　　（於：苫小牧教会、静内教会	当番）	
25日㈰　復活節第6主日:集会祭儀：太平洋地区	
31日㈯　追悼ミサ、10時	

６月　	
	1日㈰	主の昇天(祭日)	ミサ(太平洋地区当番)	
　　　　ミサ後6月の運営委員会	
	8日㈰	聖霊降臨の主日ミサ(白鳥地区典礼当番）	
　　　	例会日、信徒大会実行委員会	
15日㈰	三位一体の主日,ミサ(楽山地区典礼当番）、	
22日㈰	キリストの聖体,集会祭儀(蘭岳地区典礼当	
　　　　番)、ミニ大掃除	
29日㈰　祭日聖ペトロ聖パウロ使徒、	
　　　　集会祭儀（白鳥地区典礼当番）	
７月	
	6日㈰　年間第十四主日,ミサ(蘭岳地区典礼当番)	
　　　　ミサ後7月の運営委員会	
13日㈰　年間第十五主日,集会祭儀	
　　　　(太平洋地区典礼当番)、例会日	
19日㈯　苫小牧地区女性大会（東室蘭教会）	
20日㈰　年間第十六主日,ミサ（白鳥区典礼当番）	
27日㈰　年間第十七主日,集会祭儀	
							（楽山地区典礼当番)、ミニ大掃除	

※毎週の行事（変更の場合あり)	
・火曜日午前10時～OPC（パソコン俱楽部）	
・水曜日午前10時～こっとん倶楽部	
・水曜日午後6時30分～キリスト教講座	①	
・木曜日第２,4木曜日セシリアうたの会10:00	
・第２及び第４土曜日午前10時～ミサ、　	
		その後キリスト教講座②	

3.2　財務報告	
昨年度のような臨時献金は不安定なので、今年度の
収入には不安があるが、今のところ４月一ヶ月分で
は特に問題は無い		

４．議　事：	
4.1　新年度の役員について	
　　役員選挙結果から　運営委員長：　松岡健一　	
　　副運営委員長(男):岩泉盛典　　　	
　　副運営委員長(女):杉岡亜美　　	
　	（会計）監事:稲澤智明、櫻庭靖尚　　	

4.2　新年度の活動について	
2025年	
5月	マリア祭,子供,父母の日合同パーティー	

　　(女性部対応)　	
		6月　室蘭ブロック壮年大会（当番；室蘭教会）	
		7月　夏の大掃除(ワックスがけ・外回りの清掃)、	
　　	苫小牧地区女性大会（7/19）	
		8月　合同墓参,聖母被昇天のミサ	
		9月　敬老の日。教会バザー	
	10月　教会レクレーション、苫小牧地区信徒大会	
	　　（10/19市民会館」	
	11月　七五三、降誕祭前の大掃除(外回りも含む)	
	12月　待降節の黙想会,降誕祭,ライヤ神父様記念日	
2026年	
	1月　新年交礼会、新年会	
	2月　復活祭前の大掃除(ワックスがけ)	
	3月　四旬節の黙想会、聖週間ミサ、復活祭(3/31)	
	4月　教会総会	

4.3　5月からのミサ,集会祭儀の典礼当番について		
　　　４ページの表をご覧ください	

4.4　2025年度の各専門委員会の委員長・副委員長の	
　　　選出女性部は選出済み下記の方　お願いしたい	
　壮年部(部長)野呂	利一(副部長)チャン.ヨンチョル	
　女性部(部長)香島のり子　(副部長)木山	貞子	
　財　務(委員長)岩泉	盛典　(副委員長)宮坂	千代子	
　典　礼(委員長)松岡	健一	(副委員長)	松阪谷	弘子	
　事業奉仕(委員長)松岡	博子		(副委員長)寺内	芳邦	
　施　設(委員長)常松	仁　(副委員長)	水戸	祐介	
　広報記録(委員長)山田	淳	(副委員長)	川村	その美	

4.5	今年度のテーマ	
寄り添う教会　“共に”を付ける意見もあったが、
内容を広く考えられるのでこのままとした。	

4.6	信徒大会実行委員の選出	
各教会2ないし3名としたが、当教会は実行部隊とな
るため、多少の増員を考え、準備委員会の委員（櫻
庭、香島、山田、松岡）に加え、岩泉、杉岡（亜）
の各氏をお願いした。	

4.7　その他	
・教会合同墓の管理責任者と市関係の防災責任者を今	
		年度も野呂　利一氏に依頼。	
・神父様からの提案で、聖堂のベンチをとりあえず左	
		右１個ずつ処分することとした。	
・裏の古い物置は修理せず、現状のまま使うこととし	
		た。	
・神父様から信徒大会の音楽の担当を苫小牧教会に依	
		頼しては、との提案があった。	

５．司祭の予定等：	
5.1　ライヤ神父様の予定:後日、お知らせに掲載		
5.2　ミサ・集会祭儀の予定	

5/4 	ライヤ師　5/11	集会　5/18	ライヤ師　　	
5/25	集会	,	
6/1 	ライヤ師　　	6/08	小林師　　6/15	ライヤ師　　
6/22集会　　6/29 	ミサ（？	

2025年度 第1回運営委員会 議事録　2025年5月4日㈯11:00〜12:45


議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。
愛する兄弟姉妹の皆様、 
　本日、私たちは深い悲しみに包まれながらここに
集っています。敬愛する教皇フランシスコが、88年
にわたる人生の旅路を終え、御父のもとへ召されま
した。この突然の別れは、教会にとって、力強い牧
者を失う痛みであり、世界中の人々にとって計り知
れない喪失感を抱かせるものです。1936年、アルゼ
ンチンにホルヘ・マリオ・ベルゴリオとして誕生さ
れた教皇フランシスコは、イエズス会の司祭、そし
て教皇として、その深い愛といつくしみに満ちた姿
勢を生涯貫かれました。弱き者に寄り添い、愛を実
践する教皇の生涯は、教会とすべての人々への奉仕
に捧げられ、世界に希望と光を広める力強い牧者と
しての使命を果たされました。	

　教皇フランシスコはその教えと
行動でもって、私たちに謙虚さと
寛容さをもって生きること、そし
て対話を重んじる生き方を身を
もって示してくださいました。そ
の温かな笑顔と力強い言葉が、ど
れほど多くの人々の心を癒し、励
まし、そして希望を与えてきたこ
とでしょう。しかし今、私たちは
教皇フランシスコの声をもう聞くことができず、そ
の導きの光が遠ざかってしまったように感じていま
す。教皇フランシスコの逝去は私たちの心に深い空
白をもたらし、その存在の大きさを改めて感じさせ
ます。	

　2013年3月13日、教皇ベネディクト16世の引退を受
けて行われた教皇選挙において第266代教皇に選出さ
れた際、「貧しい人々を忘れないでください」とい
う言葉を心に刻み、貧しい人々や自然を愛し、平和
を求めたアッシジの聖フランシスコにちなんで「フ
ランシスコ」という名を選ばれました。その名の通
り、教皇は謙虚で質素なライフスタイルを貫き、貧
しい人や社会的な弱者や疎外された人々に深い共感
を示し、その権利を擁護し、誰一人として排除しな
いという強いメッセージを発信し続けました。特
に、移民や難民をはじめとする社会の周縁に置かれ
た人々に対して、教皇が示された深い愛情と共感に
その姿勢が顕著に表れていました。	

　まさに教皇に就任した2013年10月、イタリア、ラ
ンペドゥーザ島近くで、アフリカからの難民500人以
上を乗せた船が沈没し、300人以上が命を落とし事故
があった際、教皇は直ちに犠牲者を悼むためにラン
ペドゥーザ島で特別なミサを行いました。教皇はそ
の場で涙を流しながら、「この海はあまりにも多く
の死者を抱えた水中の墓地だ」と語り、移民問題に
対する国際社会の無関心を非難し、世界中の人々に
対して責任を問われました。この訪問は、教皇とし
て最初に行われた公式訪問であり、その象徴的な意
義を鮮やかに刻む出来事となりました。	

　2013年11月、教皇フランシスコは使徒的勧告「福
音の喜び」を発表し、誰ひとり排除されることのな
い、喜びに満ちた教会の理想像を鮮明に示されまし
た。続いて、2015年5月には回勅「ラウダート・シ」
を通じて、すべてのいのちを尊重し、世界に平和と
環境保護の重要性を力強く訴えました。教会の未来
を見据えた改革への熱意は、シノドス的な教会への
道筋を示した取り組みにも表れています。互いに耳
を傾け、誰も排除することなく支え合い、祈り合い
ながら、聖霊の導きを識別する教会。その姿こそ、
未来に向けた教会共同体の指針であると示されたの
です。	

　2019年、38年ぶりとなる教皇の訪日を果たされた
教皇フランシスコは、長崎、広島、そして東京にお

いて、多くの人々と出会い、対話による
平和の実現と、すべてのいのちを守るこ
との重要性を力強く発信されました。特
に、核兵器の使用だけでなく、その保有
自体も「倫理に反している」と踏み込ん
で述べられた言葉は、平和を願う人々の
心に深く刻まれました。日本の教会に
とって、それはまさに、私たちの牧者が
その存在を示された瞬間でした。あの

時、私たちは教皇フランシスコの声に直接触れ、霊
的な喜びと力を与えられ、心から燃え上がったこと
を今でも鮮明に覚えています。	

　日本の司教団は、2015年と2024年の二度にわたり
使徒座定期訪問（アド・リミナ）でローマを訪れ、
教皇フランシスコと直接意見を交換する機会をいた
だきました。このときに体験した、権威に基づいて
命じるのではなく、耳を傾け、ともに歩もうとする
教皇フランシスコの姿勢に、わたしたちは多くのこ
とを学びました。	

　奇しくも、教皇フランシスコにとって最後の復活
祭は感動的な締めくくりとなりました。教皇は聖ペ
トロ大聖堂のバルコニーから、短くも力強く「親愛
なる兄弟・姉妹の皆さん、復活おめでとう」と言葉
を発しました。そしてオープンカーで広場を巡る
中、赤ちゃんに祝福を与え、多くの信者たちに驚き
と喜びを与えました。この瞬間は教皇フランシスコ
が私たちに遺した最後の愛のサプライズとなり、多
くの人々の心に深い感動を刻みました。	

　私たちは、教皇フランシスコが示してくださった
道を歩み、その精神を受け継ぐことで、この喪失感
を乗り越える力を見出すことができるでしょう。 
　愛する教皇フランシスコが御父のもとで永遠の安
息を得られるよう心から祈るとともに、その灯した
愛と希望の火を絶やすことなく、未来に向かって歩
み続けていきましょう。	

２０２５年４月２１日 
日本カトリック司教協議会　会長 
カトリック東京大司教区　大司教 

枢機卿　菊地功	

教皇フランシスコ追悼ミサ　説教 
（東京大司教、日本カトリック司教協議会　会長菊地功　枢機卿）


